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2月 15日-29日
固定資産税随時第2期分の
納期です。
納11・義務Dある方はお忘れなく、 約め
てドさい (.税務課)

豚
コ
レ
ラ
の

予
防
注
射

一
会
大
村
支
部
は
、
保
護
一

日
…

一

司
会
を
助
成
し
て
宵
少

一

冶
M
U
P

一

山
~

一
年
の
ド
良
化
防
止
、

二

hv
…
一
人
で
も
多
く
ま
す
θ

せ
よ
う
一
柳
川
閉
口
抑
制
一一m

d
h
白川
h

れ

何
…
犯

一生命

Y
防
誕
生

一
最
近
は
経
済
事
情
も
好
転

一

社
会
吋
求

。
一愉
祉
を
噌
↑月

す
る

の
で
豚
飼
ト門
者

間町
一

法

。
趣
旨
に
基
今
一
し
あ
ら
ゆ

る
耐
に
着
々
復

-

進
せ
ん
と
あ
り
ゆ

る
努

↑寸
は
必
予
受
け
さ
せ
て

M
U
、
き
、
犯
罪
予
防
と
一
興

の
歩
が
進
め
ら
れ
て
い
一
力
を
つ
く
し

τ
い
ま
す

一
日

下

3
い
0

・
な
お
、
隣

罪
を
犯
し
た
背

の
改
誠
一
見
一
ま
す
が
、
社
会
主
川
に
脅
一こ
の
事
業
運
営
資
金
と
し

一幻

県

佐

賀

に
豚

コ
V

ラ

生
の
事
業
を
助
岐
促
進
ず
一
成
を
興
ぇ
、
加
え
て
重
大

一
て
、
こ

の
た
び
募
金
た
実

一月

が

発

生

し
て
い
る
心

る
た
め
、
長
崎
見
牛
士
山
人誠
一
左
損
宥
を
民
怯
す
犯
弾
、

一施
さ
れ
る
こ
と
巴
な
り
ま

一
2

E巾
し
添
え
ま
す
。

視
察
協
会
λ
村
支
部
が
川
崎

一
特
に
背
少
年
つ
犯
罪
は
、

一し
た
の
で
、
以
上

の
趣
旨
一②
日
程
ム

2
月
幻
日
三
浦

和

二

十

六

年

官

3
れ
て
一
と
み

に
増
加
の
傾
向

に
あ

一
品

賛

同

円

五

時

の
一地
区
ム
初
日
鈴
団
地
足

以
来
、
着
々
と
そ

の
成
栄
一
。
、
骨
一
か
注
文
化
生
活
と

一皆
様
の
抑
協
力
を
お
闘
い

一3
月
3
日
大
付
一
地
区
ム
3

を
皐
け
て
お
り
ま
す
。
一
平
和
主
制
う
我
が
国

の
現

一し
ま
す
《

一月
5
目、

6
日
母
た
け
地

大
村
支
部
内
に
お
い
て
一
在
と
将
来
を
考
え
る
と
き
一
ム
資
金
募
集
期
崎
;
・
二
月

一区
ム

3
月
8
日
汁
怯
地
ー

も
昭
和
三
十
年
中

に
罪
一
誠
に
憂
慮
に
堪
え
な
い
も
一
二
十
日
か
ら
一
一一
月
二
十
一
ム

3
月
9
日
崎
重
、
陸
腐

を
犯
し
た
少
年
を
刑
務
一

の
が
あ
り
ま
す
。

一
日
ま
で

一地
区

A
3
月
以
白
萱
溺
地

所
や
少
年
院

に
入
れ
た
一
三
れ
ら

の
事
態
に
即
路
一

企
取
扱
場
所
;
帽
祉
事
務

一宮

い
で
保
護
観
察
を
行
っ
一
す
る
犯
非
対
策
の
一
環
一
所
、
各
出
張
所

一
〈
雨
天
等
で
実
施
で
き
な

た
り
、
ま
た
犯
罪
が
重
一
と
し
て
、
民
恒
観
察
協
一
ハ
繭
枇
事
務
所
)

一
い
と
き
は
日
延
し

τ行
い

大
で
あ
っ
た
り
、
少
年
一

1

1
1
1
1
11

1

ト
1
1
1
11

1

1

1

一ま
す
J

。

性

格

が

惑

く

少

年

刑

一

一

②

時

川

:

・

午

前

九

時

か

ら

務
所
や
か
年
院
に
逸
ら
一
一
第

2
回
:
・

2
月

初

日

1
M
m
日

一各
戸
を
訪
問
し
て
行
い
ま

れ
た
非
行
少
年
を
仮
釈
一

L
o
E
C
-
-

す

放

仮

退

院

じ

し

、

或

一

ヂ

フ

テ

リ

ヤ

の

予

防

接

種

す

注

射

料

金

ム

生

後

一コ
カ

は

成

人

犯

罪

者

を

仮

釈

一

一

月

以

ヒ

一
O
O凶
ム
生
後

放
に
し
保
護
観
察
を
行
一
本
紙
二
月
一
日
号
で

お
知
一
な
お
、

四
月
小
挙
校
入
学
士
一
一
カ
月
未
謝
丘

O
圃

一
ら
せ
し
ま
し
た
第
二
回
目
一の
者
で
未
接
積
者
も
か
な
一

っ
究
者
、
ま
た
は
胤

に

一

一

一

川

経

済
課
J

服
役
中

つ
者

3
留
守
宅
一
春
季
ヂ
ブ
テ
リ
ヤ

の
予
防
一
ら
や
接
積
し
て
ド
き
い
。
一

一
接
樟
ば
共
表
の
と
お
り
で

一
ハ
接
種
時
制
は
午
後
一
時

環

境

調

査

を

行

う

等

そ

一

一

の
恥
扱
件
数
は
二

O
六
一
す
か
ら
駒
第

一
間
接
種
者
一か
ら
三
時
ま
で
ゾ

件
の
多
き
陀

の
陪
っ
て
一

は
洩
れ
な
く
接
種
し
て
下
一
(
保
険
衛
生
課
ゾ

い
ま
す
。

-si

喜吉 h P.Ji 
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穴村市役所
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印刷所つじ印澗所

保
護観
察

ω事
菜
貧
鉱
募
集

春
の
火
災
予
防
運
動

郷
土
佐
火
事
か
ら
守
ろ
、
っ

(第95号)

2月29日-3月13日

@
;
・
春
に
な
る
主
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
わ
易
く
な
・
:
@

@
・
:
わ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
家
庭
で
は
何
時
も
火
元
に
・
:
@

@
:
・は
十
分
無
を
つ
け
て
い
ま
す
か
?
二
月
二
十
九
日
・
:
@

@
:
・
か
ら
三
月
十
三
日
ハ
コ
一月
六
日
ま
で
前
期
、
三
月
・:
@

@
・:七
日
か
ら
後
期
ぜ
ま
で
金
閣
一
斉
に
春
の
火
災
予
:
@

@・
:
防
一週
闘
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
次
の
よ
う
な
:
・
@

@
:・
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
:
・
@

@
・
:
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0

・

@

で一宮一

昨
日
1

トヒ
C
1
トド
3
n
ir--
霊
安
官
民
両
一

作
品
。

混
合
本
左
手
引
4
1
zn
1世
多
左
下
ア

一A
…出
向
間
一
慌
件

um…
身

近

な

ご

こ

ろ

に

工

夫

・

創

意

を

一

ゆ

ト

明

市

ME対
象
三

，Ru
d

-

‘
〈

，

②

食

品

。

保

存

、

取
扱
一
②
必
余
自
作
の
も
の
に

い
そ
の
他
に
つ

い
て
工
一
限
る。

夫
考
案
し
た
も
の
。

一
③
一
人
二
点
以
内
と
す

⑨
学
用
品
、
事
務
用
品
一
る
・

そ
の
他
、
作
業
用
品
等

一

⑨
容
積
、
重
量
は
原
則

の
使
用
操
作
上
に
つ
い
一
主
し
て
制
限
し
左
い
が

て
改
良
、
ま
た
は
工
夫
一
過
大
在
も
の
、
過
重
注

創

作

し

た

も

の

。

一

も

の

は

除

外
す
る
・

③
趣
味
上
の
作
品
。
一
⑤
出
口
聞
に
調
遷
す
る
費

⑤
学
校
、
婦
人
会
、
社

一
用
は
一

切
自
弁
と
す
る

会
準
級
、
青
年
挙
'
及
、

一八
一
出
品
料
・:
無
料

成
人
挙
校
、
公
民
舘
等
一
ム
出
品
〆
切
:
・
一
一
一月
十
二

の
講
習
に
よ
わ
製
作
し
一
日
ま
で
、
中
央
公
民
舗
へ

た

も

の

。

一

在

お

詳

細

は

中

央

公

民

舘

⑥
そ
の
他
生
活
実
践

k
一
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。

陀
つ
い
て
の
工
夫
考
案
一
ハ
教
育
雪
員
会
J

り

第 一 回 で査産の日があ録登左6. 6.く台 号三
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月
1月9 施 こ固日 さに 合 ピい皆消防ま分

20 
日 凶 月 と審に定費ま月服不!慣 ら 係すは

4 第1 一一 回
日 d が でーに 日三 -" 0 弐

4 4 ムムム ム願共で展進す のをすの之開に唱新

1月1 1月0 n g の品①家容品出内場科入場所七示期展曾 い E 、示 運 ぺ身の 3膳苫生
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池繭松市三
突 の: すき ょにのと、い実そ勤

旧粛原役所療i診m 
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生 日 i るさし強あろ?とす運ぞ各

間 舘民
場 し品 民 主 よれま活力~ d肥し。動れ地

院関松前 所 ?と 舘十月 うるす作ロロn Kせと改た が地で
も鹿 おとの推ことも展方提

酒
井
三
郎
ム
松
本
和
保
ム

ハ
感
謝
駄
受
領
者
〕

前
川
健
作

一ム
天
野
仏
一
(
庶
務
誠
》

よ

三 二点忙のシ 後ら左
月物場ぴ⑨集八月検必でを八三お
ーの 、官 各の時二しが、一時月
日，防病公分サ三十ま火.，.需に六二
;火院庁団イ O九しを イに市日月
防査等、毎 ν分自よ使 ν吹内ま二
火察。 準tr:~、 i フつシ鳴ので十
査。特使家吹演①。たをしサ毎九
察 殊、鹿鳴脅午 跡合まイ日目
ハ建IJ1L及。召前を図す ν午か

明性明1~，_=型国!~~前
し供お資。家固昭 |模 三 日
ましり謹慣屋定型 資圏|擬自に
すま、課格、寅 二 li寅:企
。す関税を償産十 a産定|習午 U
の.係台登却ハ b-:日|
で者幌鎌糞土年れ諜 lA 
おのをし産地度手 UC| 時
知縦 ヲたた U 、のな枕| 火

政市大村

実
施
月
日

実

施

場

所

25. 

(旬刊)

2
月
初
日

姉
間
出
張
所

勤
顕
職
員
等
、を
表
彰

晴陶 31~2 周 羽田

2月27日-4月11日

百

日

咳

の

予

防

接

種

t
i
J

円，・

t
i
p
i
-
i
)
j
l
i
t
-
-
'

f
赤
ち
ゃ
ん
は
必
ず

去
る
二
周
十
一
日
の
市
制
一
被
表
彰
者
突
の
と
お
り

施
行
十
四
周
年
記
念
日
に
一
〔
十
年
勤
続
者

〕

当

り
、
市
で
は
当
日
午
前

一A
U

藤
井
璽
閲
A
山
浦
政
喜

十
時
か
ら
市
議
場
に
於
て

一ム
藤
元
富
士
夫
A
森
林
勝

全
職
員
集
合
の
下
に
職
員
見
A
今
村
常
夫
A
志
田
庚

表
彰
式
を
翠
行
し
た
。

二
一A
U

松
尾
茂
A
山
崎
統
子

当
日
は
市
長

の
式
降
、
市

一八
日
梁
瀬
琢
磨
A
長
山
仁
ム

議
会
議
長
代
理
鹿
島
副
議
白松
水
則
幸

A
森
一
郎
A
川

長
の
祝
辞
に
続
き
、
十
年

一頭
よ
し
子
ム
繭
井
清
弐
A

勤
続
者
並
び
に
功
弊
者
に

一
一
瀬
孫
作
ム
古
川
定
ム
加

対
し
大
村
市
長
か
ら
表
彰
月
春
芳
A
吉
田
正
男
A
神

欣
と
記
念
品
を
授
典
後
、

一奴
明
典
A
今
里
優

被
一
割
彰
者
代
表
藤
井
松
原

一
円
一
般
功
弊
者
〕

出
張
所
長
の
謝
辞
が
あ
っ
一

A
辻
凶
郎
ム
山
下
秀
夫
A

て
表
彰
式
を
閉
じ
た
。

一柳
原
隆
敏
A
緒
方
彦
市
ム

j l;I ~ I 

完
了
後
一
カ
年
か
ら
一

年
六
カ
月
の
者
。

ム
一
接
種
料
金

①
初
回
免
疫
者
:
・
一
人
当

hv
百
閥

〈
三
四
分
ぜ

②
追
加
免
疫
者
・
:
一
人
当

り
参
拾
削

ム
実
施
月
日
比
九
ぴ
場
所

失
の
と
お
り
(
時
間
は

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま

で
)

春
季
百
日
咳
予
防

接
種
を
実
摘
し
ま

す

οで
、
該
当
者

は
洩
れ
な
く
接
種

し
て
下
ぎ
い
。

A
該
当
者

①
初
回
菟
疫
・
:
生
径
三
カ

月
か
ら
二
十
同
カ
月
の

者
で
初
回

の
百
日
唆
予

防
接
種
を
受
け
な
い
も

の
。

②
迫
加
菟
疫
・
:
初
回
免
疫

(一)

大村ボート

2月 20.21. 
26. 

(
保
険
衛
宅
課
ゾ

市
民
各
位
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

速
や
か
仁
配
付
の
土
、
よ
く
お
讃
み
下
さ
い
。

「
市
政
だ
よ
"
と

で
ナ。

ナ
ペ
て

28. 

温
泉
文
他
。

資
料
を
蒐
佑
沢

一鳴
・
ド
且
市
山
鹿

戸市
で

注
目
庁

一・じ日

h
ら
川
周
二
十
日
ま

一
で
「
温
泉
文
化
展

』
を
開

↑閣
す
る
が
、
失
の
よ
う
な

一展
示
資
枠
を
抵
巣
ハ
ま
た

一は
司
卵
、
を
受
け
る
も
可
J

一
し
て
い
る

σ
で
、
希
若
者

一は
w
t

笠
宮
問
合
せ
τ下

一3
v
e

一①
温
泉
文
化
陀

つ
左
が
る

川
完
ド
ド
ゴ
目
。

一川郡
山U
U
O
生
時
的
慣
値
を
表

一明
す
る
も
の
。

一③
岨
泉
nυ

掌
術
的
桝
明
に

一役

ιつ
も
凡
。

一司
川
崎
白
木

つ
何
滑
に
関
す
る

一施
設
、
控
ぴ
に
手
段
を
示

一す
も

の。

一
窃
温
泉
と
観
先
に
つ
な
が

一る
各
種
J
T
l
グ

l
。

一⑤
温
泉
と
強
情
。

一⑦
そ
の
他
の
直
接
、
閣
接

資

料

。

〈

経

済

課

ゾ

27. 



是

正

が

目

的

一三
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り

一評
償
基
準
に
基
歩
く
路
線
一
り
ま
す
。
一
山
す
る
も
の
が
画
地
計
算
一
正
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
±
一
年
度
ま
で
据
置
き
J

従
来
の
宅
地

の
評
慣
は
一

従
来
の
賃
貸
償
格
は
宅
地

一慣
式
評
悦
方
法
を
適
用
し
一
で
は
路
線
慣
を
表
ら
わ
す
一
法
で
あ
り
ま
す
。
一

り
で
あ
り
ま
す
。
一
衣
の
基
地
中
年
度
、
即
も
三

前

K
申
上
け
ま
し
た
よ
一
の
奥
行
き
に
関
係
な
た
一
各
筆
一宮
評
倒
し
た
の
で
一
要
素
と
は
何
で
あ
る
か
と
一
五
つ
の
方
法
で
一
弐
に
家
屋
、
農
地
、
山
林

7
一一
一
年
度
か
ら
起
草
し
て

う
に
、
賃
貸
償
格
の
倍
一
坪
当
り
賃
貸
償
格
は
同
じ

一あ
り
ま
す
。
ハ
但
し
大
村
一
申
し
ま
す
と
、
街
路
系
政
一
一
等
で
新
築
、
増
築
、
改
築
一
宅
年
度
を
経
過
し
た
毎
の

数
評
併
で
決
定
さ
れ
た
一
で
実
情
に
卸
し
在
い
償
格
一員
協
か
ら
古
町
線
』
び
諏
一
ハ
街
路
の
系
統
、
連
続
性
一
償
格
合
算
出
一
滅
失
、
流
失
、
分
筆
、
地
予
度
が
基
準
年
度
と
な
り

の
で
あ
り
ま
す
が
、
三
一

の
矛
盾
が
あ
っ
た
の
で
あ

一訪
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り
は
等
一
幅
員
、
構
造
、
勾
配
、
曲
一
そ
れ
は
H
奥
行
逓
減
割
合
一
目
変
換
等
を
除
い
て
は
三
こ
の
年
度
に
慣
格
の
決
定

一

れ
は
旧
来
の
地
慣
が
昭
一
ゎ
ま
す
。
凡
そ
宅
地

の
効
一級
を
引

上

け

ち

一

折

度

、

街

路

修

景

等

の
関
一
法
一
同
側
方
路
線
影
響
加
算
一
十
年
度
の
場
合
と
同
様
な
一
が
あ
れ
ば
共
の
基
準
年
度

の
犬
隔
た
改
正
に
よ
っ
て
一
疋
を
加
え
て
去
る
昭
和
二
一
従
っ
て
当
市
の
実
地

評

償

和

六
年
に
賃
貸
慣
格
に
一
用
は
、
そ

の
路
線
を
遠
吉
一
然
ら
ば
こ
の
路
線
悦
式
一
係
を
一
定
方
式
で
表
ら
わ
一
法
同
一
一
方
路
線
影
響
加
算
一
債
格
に
在
っ
て
お
り
ま
す
一
ま
で
、
そ
C
資
盛

吃
法
的

従
来
の
家
屋
税
、
附
加
税

一十
九
年
吃
草
川
慣
築
地
?
を
一
状
況
は
唱
和
二
十
七
年
に

改

正
さ
れ
、
そ
の
当
時
一
カ
る
尽
な
て
漸
減
し
て
一
評
償
法
と
は
さ
ん
在
万
一
し
た
も

οJ
、
倍
近
系
数
一法
一
間
三
角
地
逓
減
割
合
法
一
昭
和
引
・
年
度
か
ら
一
保
件
(
例
え
ば
新
築
、
培

並
び
に
地
租
附
加
税
合
間
一金
関
市
川
付
に
掲
示
し
た
一四
評
償
基
準
陀
主

っ
て
家

と

今

日
で
は
市
街
地

の一

い
く
も

の
で
あ
る
こ
と
は

一

法
で
あ
る
か
、
そ
の
蹴
一

F

施
設
の
種
類
毎
に
距
離
…回
不
整
形
地
盲
地
等
汗
点
一

一
築
、
改
築
、
解
家
、
分
筆

定
資
産
税
に
改
め
ら
れ
.

一
O
で
あ

り
ま
すロ

一屋
を
評
慨
し
、
二
十
九
年
諸
傑
件
は
相
当
変

っ
て

二

般
の
通
念
で
あ
り
ま
す
一
要
を
申
上
け
を
す
と
街
一
に
よ
っ
て
変
化
す
る
関
係
一
算
出
法
の
五
方
式
か
レ
た
一
三
年
度
毎
に
凍
定
一
流
失
、
地
目
変
換
等
)
が

住
関
税
と
た
ら
ん
で
二
大
一従
っ
て
を
巾
町
付
と
も
三
一
陀
明
の
一
筆
評
慣
を
行
つ
お
わ
、

従
っ
て
宅
地
に

一
新
評
一
憤
以
路
線
償
式
一
路
毎
に
街
路
の
系
統
、
一
を
一
定
の
方
式
K
よ
っ
て
一
っ
て
お
り
、
こ

の
方
式
で
一
最
後
に
お
知
ら
せ
し
た
い
一
変
ら
な
い
限
り
再
審
査
の

税
源

の
一
つ
'
と
な
っ
た
の
一
。
基
準
に
基
ヤ
い
て
拝
償

一た
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

及
陪
す
諸
保
件
の
影
響
一

一
幅
員
、
構
造
、
都
市
的
一
表
ら
わ
し
た
も

の
d

宅
地
一
よ
い
処
は
相
当
高
く
な
り

一こ
と
は
、
先
般
の
地
方
税
一請
求
が

で
き
な
い
三
と
に

で
あ
り
ま
す
。

一
し
て
い
る

D
で
あ
り
ま
す
一そ
こ
で
本
年
は
最
も
手
数
力
も
変
化
し
て
お
り
ま

一

評
債
方
法
を
採
用
一
諸
地
設
三

の
距
離
、
宅
一
系
数
〈
住
宅
、
商
庖
、
工

一惑
い
処
は
安
く
な
り
ま
た

一
法
改
正

で
昭
和
三
十
一

年
一
在
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら

三
れ
の
課
税
標
準
ミ
在
る
一
ポ
、
こ
ち
同
定
資
逗
D
評一

を
要
す
る
調
。
中

心

部

の

す

o
Z
れ
は
都
市
計
画

一三
の
よ
う
な
変
化
を
調
盛
一
地

の
利
用
朕
一出
、
防
火
一
場
に
利
用
さ
れ
る
笠
原
、
一
大
し
て
変
っ
て
い
た
い
処

一
度
を
基
準
年
度
と
し
て
、
一
せ
致
し
ま
す
α

償
格
に
関
し
て
は
、
改
直

一慣
℃
は
相
当
主
川
慨
は
術
一宅
地
を
評
一慣
し
た
の
で

b

事
業
の
実
施
や
新
た
な

一し
、
実
情
に
即
臆
す
る
よ
一
保
安
度
、
自
然
環
境
等
一
防
火
保
安
欣
態
の
良
否
、
一
も
あ
り
ま
す
。

一土
地
、
家
屋
に
つ
い
て

は一

台
帳
縦
覧
期
間

後
の
二
、
三
年
ほ
旧
来
の
一
と
民
日
月
中
毒
し
、
且
つ
一
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら

の

宅

道

路

の
設
置
、
ま
た
は
一う
に
賃
貸
償
格
の
倍
数
許
一
の
宅
地
慣
格
に
影
響
す

一水
道
、
下
水
道
、
文
化
施
一
こ
の
よ
う
に
償
格
の
移
一
(
基
準
年
度
と
基
準
年
度
一
た
お
本
年
も
一一一月一

日
同

賃
貸
償
格
の
倍
数
評
慣
で

一職
員
。
敬
C

は
恨
変
ぎ
の
一地
を
汗
一慌
し
な
け
れ
ば
な
綿
製
或
は
多
数
人
の
集
一債
を
改
善
し
、
債
梅
の
均
一
る
共
通
的
な
諸
要
素
K
一設
等
の
関
係
を
一
定
の
方
一
動
は
あ
っ
て
も
現
年
度
一
σ聞
に
新
築
、
雲
市
、
改
一
ら
司
月
二
十
日
ま
で
同
船

決
定
せ
ぎ
る
を
得
な
い
実
一
り
、
他

H
斌
誠
事
場
に
お
一
ら
な
か
っ
た
事
由
、
並
び
ま
る
官
公
庁
、
そ
の
他
一衡
を
是
正
す
る
白
的
で
、
一
よ
っ
て
、
三
れ
に
接
す
一式
で
表
ら
わ
し
た
も
の
二

の
評
償
総
額

C
]
の
方
一
築
、
解
家
、
滅
失
、
分
筆
一
発
意
同
一
怖
に
関
す
る
各
台

情
で
あ
り
ま
し
た
が
、
三
一け
る
法
定
明
日

D
制
約
を

一
三
甘
慣
主
ほ
の
概
要
を
皆

の
建
造
物
。
設
置
、
史
一
差
し
当
わ
字
片
町
、
武
部
一
る
標
準
地
の
草
位
地
積
一

ο三
つ
か
ら
な

り、

こ
の
一
式
で
評
償
L
た
各
筆
の
一
流
失
、

地
目
変
換
等
の
場

一候
の
縦
覧
一
期
泊
で
す
か
ら

れ
を
適
正
安
当
な
評
償
額
受
け

る
D
で
、
同
定
資
孟
一
様
方
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
に
ま
た
交
通
機
関
の
発
一宮
の
本
、
東
一一-
城
、
西
コ
二
に
対
す
る
評
点
を
輿
え
一
一
一
一つ
を
加
え
た
も
の
が
即
一
現
年
度
分
総
償
格

d
o
一
合
を
除
く
ゾ
同
定
さ
長
〉
一
多
数
縦
字
、
c
れ
る
よ
う
希

に
す
る
た
め
に
自
治
庁
で

一

の

評

慣

は

事

務

四

一

当

者

心

一

す

。

逮

に

作

ヲ

繁

領

土

設

微

一

城

、
本
小
路
、
東
本
町
、
一

て
、
三
れ
を
基
準
と
し
一
も
路
一
様
慣
で
あ
り
、
こ
れ
一
枠
内

2
調
整
で
あ
り
一慣
格
が

一
定
年
度
明
ιト
一
望
い
た
し
ま
す
。

は
評
問

M
MM

作い
民
一代
嘘
ね
惇打一
:
l
i
-
-
j
'w協同

(ニ》

一t

固
定
資
産
の
評
債
方
法

い'し新

ー
路
線
償
式
評
債
三
口

1

昭和 31年 2月20日

三
年
度
毎
に
決
定
そ
の
間
は
据
置
き
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